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と雨中φ放射能の変化について

r－11月20日受理一

　　　　守田康太郎＊

　　　　　　1．は：しがき
　　　　　雨水が人工放射能を持つのは，一雨滴が生成される過程

　　　　　または雨滴と「して落下する途中でゴ空気中に存在する人

●
　　　　工放射性物質が付着するためと考えられる．したがっで

　　　　雨水中の他の化学的汚染の場合とおなじようにづひと雨

　　　　については降り始めに放射能汚染度が強く，雨が降り続

　　　　　くうちに次第に弱くなるであろうことは容易に想像でき

ト　　　　る．天然放射能についてはすでにその事実はよく知られ
　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　（1）
　　　　　ているが，．人工放射能の場合でもその傾向が顕著であ

　　　　　る．1954年春のビキニ実験以来臼本各地で問題になっ’た

　　　　雨水放射能のデータを見ても，リットル当り数千カウン

　　　　　ト以上の強い放射能はほとんどすべて降り始めのごく少

　　　　　量の雨水を採取した場合であって，多量の雨水について

　　　　　の平均放射能はそれほど大ぎくない．降り始めからの放

　　　　　射能の変化を調べることは，未だ十分にな判っていない

　　　　　人工放射能塵の正体や，それが雨滴にとらえられる機構

　　　　　の研究に有力な手がかりとなると同時に，場所と時の異
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の強弱を論じたり・．その後に降る雨の放射能を予想した塁叢，

りする問題にも役立つであろう．』一　　　　　　　』誰1

中から，雨水放射能の降りは』じめからの変化に関す為も’屑講

のを拾・てここに報告する・な濾験観測の観測値や観噸

測方法の詳細については測候時報最近号に掲載される講

はずである』　　・’…．』、罐

　2．測定方法の大要　　　　　　　　　　　　　　　＝’隔

　雨は直径40cmのガラスロートに受け・貯水瓶にたま』ウ1綜灘

だ雨水々・ら100ccを抽出して蒸発皿にとり徐徐に濃縮し　灘

拙ガイガr計数装置騨料皿に移し・赤外線照脚鵡

よ・て雨水中鋏雑物をその底酢乾固魁める潮瞬ミ．麟

試料はガイガー計数管の窓から約1㎝の距離に置いて計．灘
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　　ア／｛162・

　　数せ』しめ・自然計数を差引き，試料濯けの1分間当りカ

　　“ウント数（cpm）を求め，これを雨水11についての値に

　　』換算してあらわす・一っの試料につき2週間内外の間に

．・　教回の測定を行って減衰傾向を求め・試料採取後（降雨
　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　り
k　終了後）6時間のときの値を推定してその試料の更正値

　　とする．以下すべてこの更正値を用いて論ずる1測定に

　　用いた器械は科研mode132ガイガーミュラー計数装置

　　でGM管のマイカ窓の厚みは約2．2mg／cm2，自熱計数

　　は鉛錬瓦で遮蔽した場合に16ないし24cpmであった，ま

｛　　たラジウムDの標準試麹を用いて検定した結果は前記の

　　条件で得られる1cpmは約2x10－11curieに相当する．
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一雨中の放射能変化（守田，福井）

　　3．平均放射能と雨畳の関係

　　試験観測期間（1954年7月一Y11月）の雨水放射能の逐

、日変化は第1図の通りであって，図には各試料が抽出さ

　れた雨水の量を円り大きさによって区別してある．これ

　を見ると，特に新七い爆発の影響で異常値を示した揚合

　は別として，一般には雨量が多いと放射能の強さは小さ

　い事が一見して判る．ただしこの放射能は採取された雨

水の平均放射能汚染であるから，雨の全量によって地上

　に運ばれた放射性物質は雨量が多い方が多くなる．

　　また，第2図は7月から9月中旬までの雨量と平均放

射能の関係を両対数方眼紙にプロットしたものである．

　この期間は5月5日のビキニ実験以来相当の時日を経て

　おりその問に新しい人工爆発の影響はなく大気放射能は

　ほぼ定常的に緩やかに減少しつつあったと思われるので

　あるが，大勢として雨量と平均放射能の負相関の傾向が

　うかがわれる上に，各点に傍書された5月5日からの経

　過日数を考慮すると，65日ないし85日の間ではほぼA

　線，それ以後ではB線によって両者の負相関関係があら

’わされ，爆発後日を経るにしたがって大気の放射能汚染

　が弱まって行く事もはっきり判る．　’　　骨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

図の上磯は8月16日の聯雨の場合であるが，降りはじめ

‘∂約40分間で採取された雨童α14mmに相当する僅かの

’
雨 が，・リッ．トル当りにすると380Cpm／∫の放射能を持つ

が，その後約1時間に降った1．3mmの雨量に相当する

雨水でほ僅か55cpm／」にすぎず，さらにその後の雨はほ・

とんど放射能を示さなかった．

　第3図中段の10月6日～7日の雨では，降り始めα7mm

に相当する雨水は910cpm／」であったが，そめ後は急激

に放射能が弱くなっている．下段に示した10月8日～9

日
．
の例では1降り始め0・4mmについて600CPlη／」であ

り，雨はその後ほとんど同じ強さで降りつずいているの

一に対し，放射能はある程度まで急減した後，雨の降り終
りまでほぼ1・・cpm／」くらいの値がつずv・てv・る、　●
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第3図　降り始めからの積算雨量と

　　　　雨水放射能塗度変化
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　　第2図　雨水放射能強度と採取雨量との関係

　4．ひと雨中の放射能の変化

　ひと雨について降り始めから終りまで任意量の雨量に

分割して採取し放射能を測定した3例を第3図に示す．

　これ等の例を通じて，雨水放射能の変化は降り始めか

らの時間よりも，むしろそれまでに降った雨の量に関係

するらしい事がうかがわれる．また降雨量構の如何によ

ってか，あるいは大気中の汚染分布の状態によって．かは

よく判らぬが，降り終りまである程度の放射能がつずく

事もあるようである．

　5．雨水定量採取の考案

　前述のように雨水の放射能が採取雨量の相違によって

異なるとすれば，時と場所の異なる測定値を比較「して大

気活染度の強弱を論ずる・には，降り始めからの一定量を・

採取して放射能牽測定する事カミ望ましい．このような目
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的の疫紛に・丙水を自勤的に一定章ずつ採取すそ、』よう一な

』葉置が考案された・その装匿は第4図のように100¢cの

容量を持うガラズ瓶でその中に中空ガラス球が封入され昂

ていて受水ロートからみちびかれた雨水によって瓶が満

水すると，浮き上ったガラス球Aが注入口1日ぞふさぐの・

・で，その後の雨は側管Gを通うて適当な落差をもって設

置された次の採取瓶に入るようになっている．『こう’して

自動的に順次100ccずつの雨水々ミ封入される．この装置．

に用いた受水ロート獄ポリエズテル製で1．直径を与0・5㎝

とし，100ccが0．5inmの雨量に相当するようにした．
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第4図定量採取装置

　6－，定量採販装置1こよる観測結果

　10月18日から11自29日までの間に前途の定量採取装置

によって分倒採取された雨水の放射能は第1表に示す通

’りである．この8例についてみると，第1獅（降り始め

．の0．5mm）の放射能と第2瓶（次の0二5mm）の放射能

の比はα23～α65の間にあって平均α45となる．また第

ユ瓶と第3瓶の比は0・2内外の値である．’，

　　　　第1表　定量採取装置による測定結果、

1旦／、、

　　　　　　　　　し　　　　＼矯　、　＼
され鱗の率鱗率）、睡で勢1等神箇璽三、
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・脇1継岬奪響llll
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。嚇こより号を1艶タとヤ槻欄係を畦

賄らわすと第噛のように妬、蔦禰三糟士等が☆

降紳の化学成分の洗源につ》球齢・纏理総廻☆
億味のも償縄㌧，・1、、一＾．一〆』一・孔、：☆

1・／、、第3瓶の
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10月18目L

　　、19日L

　　21日

　　28日

11月15日1
　　19日

　　26日

　・29日

第1瓶め
放射能1、

cpm／Z

　355
　365
　395
　195
　770
1250

　730
1000

第2瓶の
放射能12

cpm／1

　180
　190
　260、

　45
　495
　380，

　165
　425

cpm／1
0．．51・
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　　7．考　　　　察、　・、　　　　　’一，
、

　　雨滴による大気の洗糠作用を極めて大雑把に考えてみ

　よう、いま単位面積に立つ単位長の気柱を考え，その断

　面に垂直に雨滴が落下するものどし，1箇の雨滴はその

　断面積sのσ倍の範囲の塵埃を吸着せしめっつ落下する

　と仮定すれば（σは捕捉率）デ1箇の雨滴殖よって洗瀞

　　工956年1月ご
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第5図嘩パラメータ顧1とし孝理7の騨』聡

　定量採取装置によって降り始めから∬5卿卿毎の雨量窟

に分割採取される場合に適用すると・餐題1に含まわ逢汚懸

染は次のようになる．

　　第i瓶　　ム＝F（↓弘つ・も）

　　第2瓶．、、12＝F（四＝1．0）＿F（げ〒0」年）

，ボ第3瓶13－F（甲一L5）ぞ（卯＝ILO）’一

．第7図を利胤α／σの轡の値尉し・1・・12魂彰
求め1，／1、及び13／1、を計算すると第2表を得為べ

　　　　　　　　　　第　2・表、・
　定量採最第1瓶に対する第2，・第3瓶の値の比（理論値）、、ロ

α／σ

0．5

．0．6

0，．7・

0．8，

019

12／1、

Q，223

0．286

0，346

0．393

0．437

13μ1／

　　　r
0．0501

0．083

、0．116

0．153

0．188

α／σ『

41σ
1．ユ
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　て常識的に考えられぬ値になる．不幸にして採取された

イ／師について滴の直径が測定されていないゐで実際にσが

。．、どのくらいの数値になるか推定する事は困難であるが，

　これだけの結果からは，σはかなり1に近い値ではある

　まいかと想像される．　　　　　　　　　　　　　　一

　　放射能塵の正体がまだよく判っていないので上述のよ

　うな洗漂作用の理論式が当を得ているかどうかについて

　は疑問がある．恐らくは成層圏まで弥漫しているであろ

　う人工放射能塵については，雨滴落下途上での洗源作用
一
の
み
な
ら
ず ・雲粒または雨滴生成層における捕捉作用を

　考慮しなくてはならぬのはもちろんである．雲粒または

　雨滴生成層においては降雨機構に関与する空気中あ塵埃

　ホ水滴によって濾遇されるようなモデルが考えられる，

　そこには新しい気塊の補給もあるであろう．先に掲げた

‘第3図最下段の例のように，ある量の降雨があった後に

　もほぼ一定の放射能が降り終りまでっずくのは，上述の

　ような雨滴生成層にお．ける放射能塵の捕捉によるものと

思われる，

“￥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　季
　8．結　　　　び

　降りはじめからの雨水放射能の変化は気象学の問題と・

して極めて興味が深いので今後さらに精細な観測を行ら

てみたい．集塵器による塵埃放射能の直接測定，および

雨滴の直径の測定等を平行して行えばもう少し進んだ論

議の資料となるであろう』

　この試験観渾に当り終始激励と御指導を賜わった観測

部長川畑博士・大田測候課長・気象研究所三宅博士に厚

く御礼を申し述べる次第である．

（1｝

（2’1

　　　　　　引　用交献

岡田武松著：雨．河出書房，P71

Y。Miyake　and　Y．Sugiura：The　Mechanism

of　Dissolution　of　thf　Atmospheric　Chloride　into

the　Rain　Water・Pap・野let・Geophys・，1，P222
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学界，潰i息
：：：一閣一’『【一軸旧’●●　　　　：：：一：：：

1，新しい”天気”発足

　定款の改正に伴って，機関誌としての．．天気”が発足

し・・表紙第2頁のような顔ぶれの編集委員が11月1日か

ら仕事を殆めた・投稿規定は表紙第2頁にあるとおりで

極めて自由，沢山の投稿が期待される．

　　　　　　　　　　　0

　2、新定款書類を教育委員会に提出

　定款改正に関する書類は，文部省その他との打合せを

終って，いよいよ教育萎貴会に提出された．．

　　　　　　　　　　　○

、3．総会まで理事増加なし

　定款改正に伴って理事が増員されるわけであるが，新

理事投票のための事務と予算は大きいから，’次回総会ま

では，増加すべき理事は欠員とLて，現在員で行うこと

に，11月18日の全国理事会で決定した．

　　　　　　　　　　　0

　4．今年の総会
　5月中旬に東京で開かれる予定．担当理事は神山，松本．

　　　　　　　　　　　0

　5．昭和31年度文部省科学研究費等分科審議委員決定

　地球物理学連合の各学会から2名が委員候補として推

薦され・このようにして集まった候補者の中力疹，各学

会が6名を選挙し，その結果，委員はつぎのように決定

した．

　　畠山久衙（気象学会），日高孝次（海洋学会）

　　菅原健（防水学会），佐々憲三（地震，火山学会）

　　安芸鮫一（雪氷学会），正野重方く気象学会）

　気象学会の推薦委員候補は，全国理事会（11月18日）

で無記名投票あ結果，畠山久荷，正野重方ときめちれ

た．また，理事会（11月27日）が推薦委員候補の中から

選挙した6名はつぎのとおりであった．畠山久尚，正野

重方・吉田順吾（雪氷学会），菅原健，日高孝次，佐々

憲三．

　　　　　　　　　　　0

　6・ハリケン，セミナール埠久米庸孝氏を堆薦・・

　本年2月にドミニカでWMOドミ券力政府主催で有わ

れるハリケン・セミナールに出席する人の推薦方を中央

気象台長から照会された．常任理事会（12月14日）』は碧

気象技術に明るい久米庸孝氏を推薦し，本学会の希望条

件として，台風進路予想のための数値予報を紹介するこ

とを依頼した．また，台風に関し研究している笹原氏が

米国に滞在中なので，このセミナールに出席できるよう

尽力してもらうよう気象台長に希望した．

　　　　◇一……・………・・………・………し一◇

　　　　　　　　＝新　入　会　員＝

　相沢政男（仙台管区気象台），筑後浩一（仙台管区気

象台），清水武文（東京理科大学学生），丸山孝雄（三宅

島測候所）・水倉米蔵（三宅島測候所），河村武（東京教

育大学地理学教室大学院学生）・水越允治．（東京教育大

学理学部専攻科学生）
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2月16目L9時，中央気象台において
特に気候，気象統計，季節予報に関する研究発表会
（なお都市気候について，シンポジアムがあ惹。）
申込み期肩　1月末日。

ガ天気グ3．1
’
、

軌『＿、

益 ジー一＿．．ち


